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あしひきの 山川（やまがは）の瀬の 響（な）るなへに 成長をはぐくむ自然体験活動！

弓月（ゆつき）が嶽（たけ）に 雲立ち渡る
自然の中で仲間と一緒に体験や学習をする自然体験活動

７月の万葉集 巻７-１０８７ 柿本 人麻呂 は、子どもたちの心身の成長に様々な好影響を及ぼすと言われ

あしひきの山川の瀬の音が激しくなるにつれて 弓月が嶽 ています。自然体験活動には、登山やオリエンテーリング、野外炊

に雲が立ち渡るのが見えるよ 事、自然観察、星空観察、川遊びなどがあり、そのねらいは「仲間

夏の夜空を見上げてみてはどうでしょう！
との親睦」「個人、グループでの挑戦」「自然に親しむ」「自然の

物を使っての創作」「観察、実験による自然の理解」「地域の理

月日の経つのは早いもので、1学期末の7月を迎え、学校園 解」などがあります。

においては１学期のまとめの時期に入っており、今週には三者 2019年度の「青少年の体験活動等

懇談等期末懇談が行われる予定です に関する意識調査」では、小4、中2、高2

新型コロナウイルス感染症も7月の始めまでは下げ止まりの の自然体験の推移を見ると、2012年以降、

様相を呈していましたが、先週末から全国的にオミクロン株のＢ 「海や川で泳いだ」「夜空いっぱいに輝く

Ａ５に置き換わり始めたのか、再び感染者が急増している状況 星をゆっくり見たい」「チョウやトンボ、バッタ

です。広陵町でも全国に呼応するかのように、ここ数日は感染 などの昆虫をつかまえた」といった自然体

者が二桁の状況となっています。 験が「何度もある」と答えた者の割合が徐々に減少しています。

学校園においては、夏休み前ですが、これ 例えば、「昆虫をつかまえた」ことが何度もあるとした者の割合

までと同様に感染予防対策とともに熱中症予 は、2012年が50.1％、2016年が47.2％、2018年には43.6

防対策を徹底して、対応してほしいと伝えています。 ％でした。この調査で、子どもたちの自然体験と自立的行動習

ところで、先週の７月７日は七夕でした。子どもたちは「成績 慣や自己肯定感等についてクロス集計したものでは、自然体験

が上がりますように」「○○で1位をとりたい」「平和な世の中 が多い子どもほど、自分で考えて行動できる自律性や物事に対

が続きますように」など様々な想いを込めた短冊を笹の葉に結 する積極性の得点が高いことが示されています。また、協調性や

んでお願いしたと思います。 自己肯定感、探究力といった指標の得点でも、自然体験の頻度

私はこの日も午後８時前に家を出て、高田川の堤防を南下す が多いほど高い得点となる傾向が見られました。

る往復１時間あまりのウォーキングをしましたが、歩きながら真 自然体験が子どもの情緒発達に及ぼす影響についての具体

っ暗な夜空を見上げると、少し雲がかかった状態でしたが、天 例として、「登山で仲間と励まし合いながら山頂に到達すれば、

頂より少し東側に夏の大三角形（はくちょう座α星のデネブ、わ できないと思っていたことができたという達成感が得られる。」

し座α星のアルタイル、こと座α星のベガを結ぶ天空上三角 「キャンプでは親元を離れ、自然という厳しい環境の中で生活す

形）が見られ、しかもアル ることで、いまの自分を超える経験

タイルとベガの間には天の ができる。」また、「グループでの

川が見られました。 野外炊事では、自分の役割を担

皆さんもご存知のように うことで仲間から感謝され、自分

七夕伝説として、七夕の夜 が人の役に立っているという自己

には天の川をはさんで織 有能感が高まる。」など様々な体験

り姫（ベガ）と彦星（アルタ により自己肯定感などが高められ、この

イル）が年に一度だけ逢え ような体験は小学校高学年以降の子どもに向いているようです。

る特別の日です。七夕は過ぎてしまいましたが、晴れた日の午 幼児期には、家族と一緒に自然に触れる機会をできるだけ多

後9時ぐらいの夜空を見上げてみてはどうでしょうか。 くつくることが大切ですが、幼い子どもには近所の公園でも大き

夏の夜空には、夏の大三角形のほかにベガの少し西にはア な自然と感じるので特別な場所に行かなくてもかまわないそうで

ルファベットの「H」のような星の並びをしたヘラクレス座、 南の す。また、小学校低学年では少しずつ自然の範囲を広げていき、

地平線に近いところには赤く輝く明るい星のアンタレスを含むさ 見つけた昆虫や植物を図鑑で調べるなど、学習に結び付けるよ

そり座、その東側の天の川の対岸に6つの明るい星がひしゃく うな体験を重ねることが大切だと報告されています。要するに子

形に見えるのがいて座、また、北の空に目を移すと低い位置に7 どもの成長に合わせた自然体験活動をすることが子どもたちの

つの星がひしゃくの形に並んだ北斗七星を含むおおぐま座が 心身の成長に様々な好影響を及ぼすようです。

見られます。日頃の喧噪から離れ、夜空の星を見ながら、壮大 今年の夏は新型コロナウイルス感染対策や熱中症対策もしっ
な宇宙のロマンを感じてみてはどうでしょうか。 かり取りながら発達段階に応じた自然体験活動をお願いします。



映画「天使のいる図書館」で有名な町立図書館ですが、この
映画の出演がきっかけで小芝風花さん、横浜流星さんは、現在
テレビ、映画で大ブレイクされています。皆さん、そんな図書館に
足を運んでいただくと同時に上記のイベントへの参加をよろしく

発掘調査を進めています！
お願いいたします。

生涯学習文化財保存課では、広陵町が進めている箸尾準工
業地域の工場用地造成事
業において、櫛玉比女命神
社の県道14号線をはさん
で南側にある町道南24号

線の東側の一角を発掘調 ҏ ײַ
査しています。元は田んぼだ
っ た の で す が 、 6 月 1 3 日 ６月１０日（金）、今年度初めての避難訓練を行いました。この
(月)から発掘調査を始め、 日の訓練は、地震発生、
50㎝ぐらいは重機で掘り進 そして地震に起因する火
め、その後は手作業による 災を想定したものでした。
地道な作業で発掘を進め 地震発生時の命を守る行
ています。 動や避難経路の確認をし

4週間ほどが経過した7 ました。また、この日は、消
月7日(木)に部長や課長と 防署の方々にも来ていた
ともに現地に視察に行きま だき、お話を聞いたり、消
した。現地では、文化財課 火器訓練も行いました。
の技師からこれまでの調査

の状況や古墳時代の住居 Д ҏͬѥҏ҂ҏ░ấͭ
跡ではないかと思われるものや井戸のようなものがあると説明
を受けました。また、丁寧に削られた土の表面には土器のような 「いのちの教育」で
破片が散在していました。 は、うだ・アニマルパ

このような間近に見る発掘調査は初めてだったのですが、子 ークの方と一緒に、「私
どもたちの中には古代の歴史に興味があって、発掘したいとい たちと動物とのつなが
う子どもたちもいるだろうと思いますので、ぜひこのような発掘 り」について考えまし
体験の機会をつくりたいなと思いました。 た。「張り子」の動物

たちを使って、おのお
町立図書館開館25周年記念イベントが！

の「街」「牧場」「自然」
広陵町立図書館は、先週の7月6日(水)が、開館して25周 のどこに住んでいるか

年にあたる日でした。開館25周年を記念して今年度は様々なイ を分けてみることで、
ベントが計画されています。 私たちと動物は「ペット」「家畜」「野生動物」という３つ
ḞӺԀ֑֣֤֭ͼ の関わり方があることを学びました。

年間通してイベントの際にスタンプを集め、その数に合わ ２学期はうだ・アニマルパークを実際に訪れ、さらに学
せた賞品プレゼント 習を深める予定です。
ḟPS ⇔ ₔԑԄӱұ ҫ

Ḡ҇ҧӅҫề҉ ₔ

・朝の図書館でラジオ体操（5月28日(土)８時45分～）

・夜の図書館に泊まってみよう（8月13日(土)、14日(日)） ῖṻ ░ ҳᾕ
・秋の図書館でディナーを食べよう（10月29日(土)） 真美ヶ丘中学校では、７月４日に生活安全教室を実施しま
・冬の図書館を楽しもう（2月5日(土)） した。今回はＳＮＳ等ネットの危険性について理解することを
ḡU T Ᾰₔ⇔ ӥ֭֓ԉ 目 的 とし、オ
・図書館の歴史を展示、利用者からのメッセージ貼付 ン ラ イ ン で 、
・図書館前でのマルシェ開催（7月9日(土)、10日(日)） Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ

の 担 当 者 と
人 権擁 護 委
員 の 方 か ら
お 話 を し て
い た だ き ま
した。


